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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第69期

第２四半期
連結累計期間

第70期
第２四半期
連結累計期間

第69期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成27年４月１日
至平成27年９月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （千円） 3,651,708 3,238,237 8,978,774

経常利益 （千円） 1,080,064 405,040 2,776,325

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 702,292 123,393 1,770,541

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 651,848 118,377 1,876,480

純資産額 （千円） 11,117,056 12,340,044 12,473,491

総資産額 （千円） 14,545,223 16,276,450 18,599,038

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 55.33 9.63 138.93

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 54.07 9.38 134.47

自己資本比率 （％） 76.0 75.3 66.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △1,311,218 △1,442,025 690,381

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △1,390,357 △2,772,616 △2,754,675

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △949,342 741,330 △825,428

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 4,559,401 1,957,534 5,438,535

 

回次
第69期

第２四半期
連結会計期間

第70期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 34.10 5.67

 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

（重要な固定資産の取得）

　当社は、平成27年７月８日に土地の売買契約を締結し、同日付で取得致しました。

資産の内容及び所在地
取得価額

（百万円）

所在地　　京都府相楽郡精華町

面　積　　21,432.49㎡
900

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断

したものであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等

を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間の売上高は、医薬品事業及び感染管理事業が減収となったことから、対前年同四半期比

413百万円減（11.3％減）の3,238百万円となりました。売上総利益につきましては、減収に加え前年同四半期は返品

調整引当金の戻入益が多額に計上されたこと等から、対前年同四半期比423百万円減（15.4％減）の2,318百万円とな

りました。

　当第２四半期連結累計期間の販売費及び一般管理費につきましては、医薬品事業及び感染管理事業における広告宣

伝、販売促進の強化等から、対前年同四半期比148百万円増（8.4％増）の1,920百万円となりました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益は対前年同四半期比571百万円減（59.0％減）の397百万円と

なり、経常利益は前年同四半期に多額の為替差益が計上されたこと等から、対前年同四半期比675百万円減（62.5％

減）の405百万円となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は特別損失に工場移転費用を計上したこと等か

ら、対前年同四半期比578百万円減（82.4％減）の123百万円となりました。

　セグメント別の業績につきましては以下の通りであります。

 

（医薬品事業）

　医薬品事業につきましては、国内向けが増加した一方で海外向けが減少したことから、売上高は対前年同四半期比

87百万円減（2.9％減）の2,960百万円となりました。

　国内向けの売上高につきましては、主力の『正露丸』及び『セイロガン糖衣Ａ』を中心に堅調に推移したことか

ら、対前年同四半期比で増加となりました。

　海外向けの売上高につきましては、香港市場において円安効果の影響もあり好調に推移したものの、中国市場にお

ける輸出に必要となるライセンス更新手続に伴う一時的な出荷制限による影響を受けて、対前年同四半期比では減少

となりました。

　セグメント損益につきましては、当第２四半期連結累計期間は海外向けの売上高減少により売上総利益が減少した

ことや、広告宣伝や販売促進を強化したこと等から、対前年同四半期比144百万円減（10.7％減）の1,198百万円の利

益となりました。

 

（感染管理事業）

　感染管理事業につきましては、売上高は対前年同四半期比325百万円減（55.1％減）の265百万円となりました。

　一般用製品につきましては、店頭販売は前年同四半期を上回る水準で好調に推移したものの、前期末に増加した流

通在庫の影響等で当社からの出荷が減少したこと等から、売上高は対前年同四半期比で減少となりました。業務用製

品につきましては、株式会社デンソーと共同開発した『クレべリン カートリッジ（車両用）』が前年同四半期を上

回り、新製品『クレべリン LED』を販売開始したことから、売上高は対前年同四半期比で増加となりました。

　セグメント損益につきましては、売上総利益において前年同四半期は返品調整引当金戻入益が多額に計上された反

動や、対前年同四半期で広告宣伝や販売促進を強化したこと等もあり、対前年同四半期比447百万円減の265百万円の

損失（前年同四半期は181百万円の利益）となりました。
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（その他事業）

　その他事業につきましては、主に木酢液を配合した入浴液や園芸用木酢液等の製造販売を行い、売上高は対前年同

四半期から横這いの12百万円となった一方、セグメント損益は対前年同四半期比１百万円増の10百万円の損失（前年

同四半期は12百万円の損失）となりました。

 

（2）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末における資産合計は16,276百万円（前連結会計年度末比2,322百万円減）となりまし

た。負債合計は3,936百万円（同2,189百万円減）、純資産合計は12,340百万円（同133百万円減）となりました。前

連結会計年度末からの主な変動要因は、新工場建設投資等による現金及び預金の減少等による流動資産3,428百万円

の減少、新工場設備関係支払手形の決済等による流動負債2,208百万円の減少、配当等による純資産133百万円の減少

等であります。なお、自己資本比率は前連結会計年度末から8.6ポイント上昇し75.3％となりました。

 

（3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況につきましては、現金及び現金同等物（以下、「資

金」という。）が前連結会計年度末より3,481百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末残高は、1,957百万円とな

りました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、使用した資金は1,442百万円（前年同四半期は1,311百万円の使用）となりました。主に税金等調

整前四半期純利益203百万円の資金増加に対し、法人税等の支払額624百万円、未払又は未収消費税等の増減額445百

万円、売上債権の増加額380百万円及び未払金の減少額286百万円等の資金減少によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は2,772百万円（前年同四半期は1,390百万円の使用）となりました。主に定期預金

の払戻による収入842百万円等の資金増加に対し、有形固定資産の取得（新工場建設に係る設備投資等）による支出

3,376百万円等の資金減少によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、獲得した資金は741百万円（前年同四半期は949百万円の使用）となりました。主に配当金の支払

319百万円等の資金減少に対し、短期借入金の純増減額1,000百万円等の資金増加によるものであります。

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、128百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（6）主要な設備

　当第２四半期連結累計期間において、以下の主要な設備を取得しております。

会社名
事業所名

（所在地）

セグメントの

名称
設備の内容

帳簿価額（百万円）
完了

年月建物及び

構築物
土地 その他 合計

提出会社

京都工場・研究開

発センター

（京都府相楽郡）

医薬品事業

感染管理事業

医薬品及び

化学品製造

工場、研究

開発設備

2,494 908 75 3,479
平成27

年９月

（注）１．帳簿価額のうち「その他」は工具器具及び備品、無形固定資産であります。なお金額には消費税等は含ん

でおりません。

２．京都工場・研究開発センターは、平成27年８月に竣工しておりますが、一部の生産設備等がテスト中のた

め計画が完了しておりません。なお、本稼動は平成27年10月を予定しております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 51,024,000

計 51,024,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成27年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,628,500 13,630,000
東京証券取引所

市場第一部

完全議決権株式であり権利

内容に何ら限定のない当社

の標準となる株式

１単元の株式数　100株

計 13,628,500 13,630,000 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成27年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日

（注）１

41,400 13,628,500 18,878 385,947 18,878 297,176

（注）１．新株予約権の行使による増加であります。

２．平成27年10月１日から平成27年10月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が1,500株、

資本金及び資本準備金がそれぞれ670千円増加しております。
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

柴田　仁 大阪府吹田市 945,000 6.93

柴田　高 大阪府吹田市 891,700 6.54

BNY GCM ACCOUNTS M NOM

（常任代理人　株式会社三菱東京

UFJ銀行決済事業部）

1 ANGEL LANE LONDON EC4R 3AB-UNITED

KINGDOM

（東京都千代田区丸の内２丁目７-１）

776,198 5.70

柴田　晃宏 大阪府吹田市 630,000 4.62

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８-11 404,200 2.97

柴田　穣 栃木県宇都宮市 397,500 2.92

柴田　哲 大阪府吹田市 397,500 2.92

柴田　航 大阪府吹田市 397,500 2.92

柴田　尚彦 大阪府吹田市 360,000 2.64

柴田　亮子 大阪府吹田市 355,000 2.60

計 － 5,554,598 40.76

（注）１．上記のほか、自己株式が799,579株あります。

２．平成27年９月７日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、野村證券株式会社及

びその共同保有者２社が平成27年８月31日現在でそれぞれ以下の株式を所有している旨が記載されているもの

の、当社として当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の

状況には含めておりません。

　　なお、その大量保有報告書の変更報告書の内容は次の通りであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋一丁目９番１号 122,900 0.90

NOMURA INTERNATIONAL PLC
1 Angel Lane, London EC4R 3AB, United

Kingdom
967,849 7.12

野村アセットマネジメント株

式会社
東京都中央区日本橋一丁目12番１号 294,900 2.17
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　799,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　12,825,900 128,259

完全議決権株式であり権

利内容に何ら限定のない

当社の標準となる株式

１単元の株式数 100株

単元未満株式 普通株式 　　　3,100 － －

発行済株式総数 13,628,500 － －

総株主の議決権 － 128,259 －

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

大幸薬品株式会社
大阪府吹田市内本

町三丁目34番14号
799,500 － 799,500 5.87

計 － 799,500 － 799,500 5.87

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,119,251 2,076,449

受取手形及び売掛金 1,863,209 2,245,983

商品及び製品 1,328,488 1,155,457

仕掛品 626,711 688,835

原材料及び貯蔵品 225,636 242,105

その他 327,403 656,269

貸倒引当金 △12,500 △15,000

流動資産合計 10,478,202 7,050,100

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 937,710 3,405,622

機械装置及び運搬具（純額） 451,980 455,105

土地 1,323,068 2,231,849

建設仮勘定 4,679,470 2,318,364

その他（純額） 235,457 328,464

有形固定資産合計 7,627,687 8,739,405

無形固定資産 31,560 27,448

投資その他の資産 461,587 459,495

固定資産合計 8,120,835 9,226,350

資産合計 18,599,038 16,276,450

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 349,904 331,235

短期借入金 － 1,000,000

未払金 1,426,509 1,120,835

未払法人税等 610,010 28,386

返品調整引当金 87,000 84,000

賞与引当金 93,240 47,440

設備関係支払手形 2,110,880 15,336

その他 326,117 168,001

流動負債合計 5,003,662 2,795,236

固定負債   

長期未払金 562,700 562,700

退職給付に係る負債 522,870 541,244

その他 36,314 37,224

固定負債合計 1,121,884 1,141,169

負債合計 6,125,546 3,936,406

純資産の部   

株主資本   

資本金 364,124 385,947

資本剰余金 275,353 297,176

利益剰余金 12,475,803 12,279,666

自己株式 △921,777 △921,777

株主資本合計 12,193,503 12,041,012

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 215,726 210,710

その他の包括利益累計額合計 215,726 210,710

新株予約権 64,261 88,321

純資産合計 12,473,491 12,340,044

負債純資産合計 18,599,038 16,276,450
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 3,651,708 3,238,237

売上原価 1,047,170 922,728

売上総利益 2,604,537 2,315,508

返品調整引当金戻入額 346,000 87,000

返品調整引当金繰入額 209,000 84,000

差引売上総利益 2,741,537 2,318,508

販売費及び一般管理費 ※ 1,772,053 ※ 1,920,622

営業利益 969,483 397,886

営業外収益   

受取利息 3,120 2,763

為替差益 102,524 －

受取賃貸料 3,792 7,866

その他 4,692 2,206

営業外収益合計 114,129 12,836

営業外費用   

支払利息 － 1,010

為替差損 － 2,729

賃貸費用 315 837

支払手数料 1,593 －

解体撤去費用 1,400 －

その他 239 1,104

営業外費用合計 3,548 5,681

経常利益 1,080,064 405,040

特別利益   

移転補償金 － 12,657

特別利益合計 － 12,657

特別損失   

固定資産除却損 － 3,535

工場移転費用 － 189,424

事務所移転費用 － 21,233

特別損失合計 － 214,194

税金等調整前四半期純利益 1,080,064 203,503

法人税、住民税及び事業税 170,542 53,432

法人税等調整額 207,229 26,677

法人税等合計 377,771 80,109

四半期純利益 702,292 123,393

親会社株主に帰属する四半期純利益 702,292 123,393
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益 702,292 123,393

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,422 －

為替換算調整勘定 △48,021 △5,016

その他の包括利益合計 △50,444 △5,016

四半期包括利益 651,848 118,377

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 651,848 118,377

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,080,064 203,503

減価償却費 127,836 123,769

固定資産除却損 － 3,535

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 26,175 18,374

返品調整引当金の増減額（△は減少） △137,000 △3,000

賞与引当金の増減額（△は減少） △198,594 △45,821

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △121,588 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 500 2,500

受取利息及び受取配当金 △4,236 △2,765

支払利息 － 1,010

為替差損益（△は益） △72,717 218

売上債権の増減額（△は増加） △319,560 △380,626

たな卸資産の増減額（△は増加） △281,471 95,053

仕入債務の増減額（△は減少） △1,194 △31,277

未払金の増減額（△は減少） △377,759 △286,322

未払又は未収消費税等の増減額 △9,757 △445,780

その他 △142,898 △73,424

小計 △432,203 △821,051

利息及び配当金の受取額 5,161 5,000

利息の支払額 － △1,010

法人税等の支払額 △884,175 △624,965

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,311,218 △1,442,025

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △203,433 △278,236

定期預金の払戻による収入 310,161 842,113

有形固定資産の取得による支出 △1,491,926 △3,376,461

投資有価証券の取得による支出 － △20,000

差入保証金の回収による収入 － 69,441

その他 △5,159 △9,472

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,390,357 △2,772,616

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 1,000,000

リース債務の返済による支出 △7,792 △6,963

自己株式の取得による支出 △641,656 －

配当金の支払額 △323,977 △319,412

新株予約権の行使による株式の発行による収入 24,083 41,618

新株予約権の発行による収入 － 26,086

財務活動によるキャッシュ・フロー △949,342 741,330

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12,352 △7,688

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,663,270 △3,481,000

現金及び現金同等物の期首残高 8,222,672 5,438,535

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,559,401 ※ 1,957,534
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計

期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

　従来、当社及び国内連結子会社は、有形固定資産の減価償却方法について、定率法（ただし、平成10年４月１

日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）は定額法）を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間よ

り定額法に変更しております。

　当社は大型設備投資である新工場建設を契機として、減価償却方法の検討を行った結果、生産される製品につ

いては今後安定的な需要が見込まれており、使用する有形固定資産は概ね耐用年数内で安定的に稼動し、投資効

果が平均的に生じると考えられるため、より適切な費用配分を行うため定額法が合理的であると判断したことに

よるものであります。

　この変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益が21,998千円、経常利益が

22,040千円、税金等調整前四半期純利益が34,874千円、それぞれ増加しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の通りであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日

　　至　平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日

　　至　平成27年９月30日）

賞与引当金繰入額 25,168千円 27,040千円

退職給付費用 49,790 47,234

広告宣伝費 381,007 435,979

貸倒引当金繰入額 1,789 2,500

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

の通りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 4,761,292千円 2,076,449千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △201,890 △118,914

現金及び現金同等物 4,559,401 1,957,534
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総
額（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日

定時株主総会
普通株式 324,958 25 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当社は平成26年５月20日開催の取締役会決議に基づき、自己株式の取得を行いました。この結果、当第２

四半期連結累計期間において自己株式が640,062千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において自己株

式が921,777千円となっております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総
額（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 319,530 25 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 医薬品事業 感染管理事業 その他事業

売上高       

外部顧客への売上高 3,047,610 590,667 13,430 3,651,708 － 3,651,708

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － －

計 3,047,610 590,667 13,430 3,651,708 － 3,651,708

セグメント利益又はセグメ

ント損失（△）
1,342,435 181,846 △12,144 1,512,137 △542,653 969,483

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 医薬品事業 感染管理事業 その他事業

売上高       

外部顧客への売上高 2,960,046 265,204 12,986 3,238,237 － 3,238,237

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － －

計 2,960,046 265,204 12,986 3,238,237 － 3,238,237

セグメント利益又はセグメ

ント損失（△）
1,198,259 △265,627 △10,561 922,070 △524,184 397,886

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

　「会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更」に記載の通り、有形固定資産の減価償

却の方法については、従来、当社及び国内連結子会社は定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した

建物（建物附属設備を除く）は定額法）を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変

更しております。

　この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の「医薬品事業」のセグメ

ント利益が14,272千円増加し、「感染管理事業」のセグメント損失が4,509千円減少しております。また、

「調整額」に含まれる各報告セグメントに配分していない全社費用が3,216千円減少しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下の通りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 55円33銭 9円63銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
702,292 123,393

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
702,292 123,393

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,692 12,815

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 54円7銭 9円38銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（千株） 295 335

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月12日

大幸薬品株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松井　理晃　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 余野　憲司　　印

 

 

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大幸薬品株式会
社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平成
27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連結財務
諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・
フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大幸薬品株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政状態
並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない
と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
強調事項
　会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載されているとおり、会社及び国内連結子会社は、
従来、有形固定資産の減価償却方法について、定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を
除く）は定額法）を採用していたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更している。
　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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